









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































法でく考える＞の意味をシラー とヴァー グナー からの引用で示している。
W船はこの場合でも，用例の豊富さでは最も良心的といえそうである。
次にDuDENを見ると，まず意味の区分は1．〈尊敬する・重んずる>,2．a)<人や事
柄を気にかける>,b)<注意する>3.<～と見なす＞とWDGに似た3区分を示す。但し
WDGの1.はここでは2.とされ更にa),b)に下位区分されている。逆にDuMNの1.は
WDGの2.に相当する｡先に見たように，このWDG1の意味は多様であったが,DuDEN
では2．のa)でWDGの否定文の用法を示しているようである。例文はまずa㎡と人,事
物の2例が完全文で示され（共に否定文である)，更にome～zu～の同様否定的内容の用
例が示される。これらはWDGには説明されていないし,又B二Wにも見当らない｡DuMN
の次の例は2格と4格を用いる用法で，ここでは両者に<古語で高層語，否定文で＞とい
う注記がある。例文は前者ではカザック，後者では一般例文を示している。ここでも
ome～zu～を示すのは注意深い。2．のb)についても例は少ないが，人と抽象名詞が配
され，ティースの引用でda6構文を示しているのは行届いている。
DumNは1.については,W船のような分割はしていないが，同趣旨の例文と更に引
用文を示し遜色はない｡最後の3．についてはDuDENでは更に〈古語>が付加されている。
用例1とトーマス・マンの引用1例は少ないが，今日一般の用法でなければこれで充分か
も知れない。
B－Wはこれらに対し，5区分の意味を示している。その1はWM2.DuDEN1.に
相当する。又2，3はWDGの1.に含まれる否定文用例,4がWDG1,DuDENの2b),
5はWDG,DuDENの3に相当する。
これらの区分が異なる以外に，7．2で触れた文型ナンバー及び〈意味的に適切な＞
構文が示され,その後に一般の例文が挙げられるという構成を取っていて注目される。1
には<500/R7od.R8>とあるが，これは，主語十動詞+4格目的語，再帰代名詞，相互代
名詞の文型を示している。この後の隔字体がく意味的に適切な構文＞を示している。この
後に意味が説明されるがAchtungには当該見出での意味区分ナンバーがあるのは，親切
である。DuDENはこのachtenの説明ではどの語にもこのような配慮をしていない。又
B-Wで反義語が示されているのは注目されよう。コピーで分かるように,他でも同義語は
用いられているが一一部では同義語の糸示されている－反義語は考慮されていない。
田中宏幸 85
さて，この後の例文であるが，これは簡単である。文型ナンバー など他の方法で用法を
示しているので充分というわけかも知れない。下位区分1．1はこの意味の過去分詞の形
容詞用例であるが,WⅨ］に類似例が収録されている。1.2はWDG2.の後半,DuDEN
の1．と同趣の例文を示す。〈先行権注意＞は好例であろう。2には<700>とあるが，主
語十動詞十2格目的語の文型を指す。構文例は人又は抽象名詞の2格を暗示している。そ
れにしても例文の何をさすか分からない代名詞は不親切であろう。3の〈500＞は1と同
じ文型である｡WDGの1に含まれる類似の名詞を不定詞構文で示している。2,3は共に
〈古語法＞であるから，この程度でもいいと思われるが，このような場合は古典からの引
用の方が有効だと思う。もっともB-Wはこれを全面的に取入れないことにしているが。
4〈800＞は前置詞目的語を示す構文で，前置詞aufは次の構文例に具体的に示される。
ここに,はっきりと同義語2例を挙げている。このsyなるマー クが付されていなくても同
義語ととれる説明は1．2，3．4の最初にも見られる。はっきり区別しているのかどう
か明らかではない。この意味はWⅨ3の1．,DuDENの2b)に相当するが,用例はDUDEN
より豊富で，又WⅨ3より多彩である。構文も受動態あり，命令文あり，不定詞構文あ
り,aufの目的語例も一通り選ばれているといえよう。最後の5.は<550/R7>とあ
るがく550＞は4格目的語と前置詞目的語の文型をさす。〈人又は事物を人又は事物と見な
す＞という構文例によりftirとその後の語及び4格目的語の可能性が示される。しかしこ
れだけではfiirの後の形容詞のケー スは分らない。これを補うのは例文である。例は少な
いが多面的に選ばれている。ここでもDuDEN同様<古語法＞とされる。
量的には用例は,何ていってもWDGがここでも豊富であるが,B-Wは文型ナンバー や
構文例を示すことによって比較的効率よく多くの情報をもたらしているといえる｡(57）
このachtenについてHELBIGはく尊敬する＞とく注意する＞の意味の場合のヴァレンツ
と分布の規則として,前者では1）主語となりうるのは人と抽象名詞（人に準ずる,例えば
Universitatが挙げられている),2)目的語となるのは人，及び人に準ずる抽象名詞（例え
IfRegierung)及び一般の抽象名詞とされ,後者では主語については同様で,3)前置詞auf
が用いられ，この目的語には制限がなく，人，動物，具象名詞，抽象名詞，などが可能で
あり，更に4)da6副文とzu不定詞構文が可能なことを示している。
この規則と比較すると，以上の3辞書では主語については明確ではない。又da6,やzu－
構文についても充分考慮されていない。この点で，多数の用例を示すWDGでも全く同じ
である。
結論として，この項の記述に関しては,WDGは最も多くの用例を示し親切ではあるが，
全体的に意味区分も分かりにくく一一特に1．で－用例のタイプという点で配慮がたり
(57)ENGEL,270は<構文プラン>M彪加zゆ""eのような統辞的カテゴリー の手段で結合規則が示され
れば，用例は少なくて済むといっている。
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ないといえよう。DuDENは少ない用例の割には構文のタイプへの配慮はあるといえる。し
かしB－Wが文型との関係で意味区分も割合すっきりと示され，用法についても最も効率
よくまとめられていると思われる。
13語源についての記述
共時論的観点からは,語源W"00ﾉQgi′の記述は元来なくてもいい。これこそ歴史的観点
以外の何物でもないのであるから。しかし語彙構造は一般的にどの言語体系の部分よりも
時間的経過の影響を受けやすく，しばしば通時論的な裏付が，意味や用法，造語のプロセ
スの理解などに役立つ｡(58）もち論この情報はKLuGE,DuDEN7,PAuL,そしてWEIGAND,
HEYNE,GRIMMなどに委ねてい､いが,総合辞書というからには,簡明な語源記述は含んで
いる方が便利であろう。
DuDENは「歴史的深みを与える」(ib.,14)ために語源を示すが，一般に古高ドイツ語に
遡るに止めているのは，現代語に重点を置くのであれば充分であろう｡(59）コピーの
achtenを参照されたい。外来語については，原語が示されるがロマン系の場合は，ラテン
語（時にギリシア語）に遡っている。コピーAbenteuerを参照されたい。合成語では語源
は示されないが，〈2建築物の間隔＞の意のBauwichのように独立の*wichが存在しない
ような場合とか，いわゆる〈語源俗解>1/り伽ety"@0ﾉ卿セで変形されたMaulwurf<もく・
ら＞のような語，又何らかの意味で興味深いWeiSbuchのような語の場合に由来が示され
ると説明している(ib.,15)。最初の例では*wichがweichenに由来すること,<もく･ら＞
では元来Maulはく士>を意味する中高ドイツ語のmolt(e)に遡る語源俗解とされている。
同様な例にArmbrust<いし弓>(これは同意のラテン語arcuballistaから中世ラテン語
arbalistaを経て，これが変形された),Beispiel(元来bispelなるmhd.,ahd.に遡るが，
〈ついでに語られたもの＞を意味した｡spielへの関連付は語源俗解。なおKLuGEによれば
spelは英語のspellと関連のある語),Murmeltier<マー モット>(ahd.murmuntoが
murmelnに関連付けられた）などがある。
なお一部の合成語で由来が説明されている6Durchmesser(fiirDiameter),Flutlicht
(fiirengl・floodlight)などである。
B－Wの語源についての記述は,本来のドイツ語に関してはDuDENよりも詳細で，再構さ
れたインド・ケルマン語まで遡っていて,その意欲が感じられる｡例えばコピーachtenを
参照されたい。ただしラテン・ギリシア語系の比較的新しい形成は該当の原語形を示すに
止めている｡Abenteuerを参照されたい。ドイツ語の辞書であるからこれで充分であろう。
(58）例えば次のような語は由来が分かれば理解しやすいであろう。getrost,erhaben,ward又語源俗解と
かイディオムなどでもこの利点が考えられる。
(59）それにDUDEN7がある。
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一般の外来語についても原国語形，それに必要なら意味・語類など示せば充分であるが，
かなり詳細な記述も含まれている。
全体として，簡単な語源辞書の役割りは果せそうである。Armbrust,Beispielでも
DUDENよりは詳細で理解しやすい。ただしBauwichに説明がないのは感心しない。
語源に対し全く消極的なのはWDGである。WDGは本来のドイツ語に対する語源の
記述は断念し，ただ外来語についてのみ，通常その原国語名を略記するに止めている。そ
れも現代ドイツ語の枠内で，音相上明確な語に限られる。ごく一部で原語形が示されてい
る。例えばArmbrustではラテン語形arcuballistaが挙げられる。しかし，この語形がど
うして現在の語形に至ったのかについては何も説明されていないから，これはむしろ無い
方がよかろう。DuDEN(や一部B-W)で説明されたBeispiel,Maulwurf,Murmeltier,
Durchmesserなどにも由来については何も記述されていない。又Flutlichtには新形成の
標示のみ挙げられている。しかしDuDENも予定しているWei6buchは説明されている。
これは意味説明の一部と解すべきものであろう。
なお語源については小型ながら,ULLsTEINに充分な配慮が見られる。
14要約
以上を要すれば，3辞書はその課題や目標，利用者の想定では原則的に一致し，更に主
として共時論的方法によっていることも共通している。しかし具体的には,DuDENとB－W
が専門語や外来語の収録が多いのに反しWDGは，これらに控え目であり，他方東ドイツ
の語や語義は当然ながら詳しいという差異がまず挙げられる。方言・特殊語などの考慮も
前二者の方がより行き届いているといえる。しかし個々 の記述，特に例文や引用はWDG
の方が一般に多いといえよう。
発音についてはDuDENが最も親切で,分綴についてはB－Wが行き届いていた｡文法上
の種々 の情報は記載法に差異があるといえ，大体共通していると思われる。そして全体的
にいくつかの基本的語の不規則変化形が充分に考慮されていないことが確認された。造語
情報に関しては，全体的にWⅨ3が最も良心的であり，接辞についてはB一Wが，合成形
成についてはDuDENが悪くはないと評価されよう。しかし全体としては充分ではない。
文体層や文体ニュアンスの指示，時代的区分や地域的標示，専門・特殊語領域について
の表示などでは，かなり満足できる成果を上げているが，この点で3辞書の配慮に大差は
ないといえよう。特にWⅨ3の先駆的な作業が評価されようか。
意味と用法については，その複雑な領域をそれぞれの方針で最善を尽くして分析記述し
ていて，完壁ではないが，かなり満足できる状況といえよう。まず意味記述は，定義説明
や同義．反義語など組合され,多くの場合妥当なのではあるまいか｡又用例についても様々
な工夫が見られ，特にDuDENでは一般の用例と慣用句やイディオムが明確に区別されて
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いるのは歓迎されよう。この点でW船はやや不明確である。しかし引用文については
DuDENともども出典などが明示されていて行き届いているといえる。一方B-Wでは用例
が少ないし，引用文も収録されないが，その統辞論的観点を統合した記述の構成と方法に
は，格別の工夫が感じられ，新しい方法として注目される。
最後に紹介した語源は，この種の辞書ではやはり必要であろう。完全とはいえないが，
この情報に関してはB-Wが最も詳細となるであろう。
なお，必要に応じて現代の他の辞書にも言及し，現今の西ドイツの一般の言語辞書の方
法と成果の一端を紹介した。
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